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専門分野：経済学、特にマクロ経済学、家計
経済学、家族の経済学、日本経済、アジア経
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今日の講演の目的 

（１）日本およびアジア諸国における高齢化と
貯蓄との間の関係を明らかにすること 

（２）分析結果の政策的インプリケーションに
ついて考えること 
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貯蓄の定義 

• 貯蓄＝可処分所得のうち、消費せずに貯め
ておく分 

• 可処分所得＝個人所得から、支払い義務の
ある税金や社会保険料などを差し引いた後
に残る手取り収入。個人が自由に使用できる
所得の総額。 

• 貯蓄率＝可処分所得に占める貯蓄の割合 

• 数値例：可処分所得1000万円、貯蓄100万円 
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国民貯蓄の制度部門別内訳 

• 家計部門（家計、対家計民間非営利団
体） 

• 企業部門（金融機関、非金融法人企業） 

• 一般政府部門（中央政府、地方政府、社
会保障基金） 
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国民貯蓄・制度部門別貯蓄の推移 

• 国民貯蓄率は２００２年までは比較的緩やか
に下落し、２００２～０７年の間は上昇し、２００
７年以降は急落している。 

• 家計貯蓄も政府貯蓄もほぼ一貫して下落して
いるが、企業貯蓄が大きく伸びたため、国民
貯蓄率は２００２年までは比較的緩やかにし
か下落せず、２００２年から２００７年までは上
昇した。 

• ところが、２００７年以降は政府貯蓄が急落し
ているため、国民貯蓄率も急落している。 
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日本の家計貯蓄率の推移（％） 
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ライフ・サイクル・モデル 

• 人々は若い間は働いて所得を稼ぎ、老後に備え
て稼いだ所得の一部を貯蓄し、歳を取ったら、退
職し、現役時代に貯めた貯蓄を取り崩すことに
よって生活を賄う。 

• 従って、生産年齢人口に占める老年人口の割合
が高ければ高いほど、貯蓄率が低くなるはずで
ある。 

• 同様に、年少人口は消費はするが、所得を稼が
ないため、生産年齢人口に占める年少人口の割
合が高ければ高いほど、貯蓄率が低くなるはず
である。 
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人口の年齢構成の推移（％） 
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人口の年齢構成と家計貯蓄率との間
の関係：日本の場合 

• 年少人口比率も老年人口比率も家計貯蓄率
を引き下げる方向に働く。 

• 1970年半ばまでは、年少人口比率の減少の

効果のほうが大きく、家計貯蓄率が上昇傾向
を示した。 

• 1970年半ばからは、老年人口比率の上昇の

効果のほうが大きく、家計貯蓄率が減少傾向
を示している。 
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家計貯蓄率の今後の動向： 
日本の場合 

• 日本の人口の高齢化は今後も急速に進むと
予測されており、家計貯蓄率はさらに低下し、
マイナスになる可能性さえもある。 
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政令指定都市の家計貯蓄率 
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政令指定都市の人口の年齢構成 

• 老年人口割合（総人口に占める６５歳以
上の人口の割合）は北九州市で２７．
２％であり、全国の政令指定都市の中で
はダントツの１位である。 

• しかも、２０２５年には３０％に達すると予
測されている。 
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アジア諸国の場合 

Horioka, Charles Yuji, and Terada-Hagiwara, 
Akiko, “The Determinants and Long-term 
Projections of Saving Rates in Developing Asia,” 
Japan and the World Economy, vol. 24, no. 2 
(March 2012), pp. 128-137. 
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アジア諸国の貯蓄率（１）（％） 
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アジア諸国の貯蓄率（２） 
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アジア諸国の貯蓄率（３） 

• アジア諸国の貯蓄率は総じていえば高いが、
ばらつきが大きく、例外もある（例えば、インド、
パキスタン、ベトナム、フィリピンなど） 。 

• アジア諸国の貯蓄率は総じていえば、上昇傾
向を示しているが、例外もある（例えば、イン
ドネジア、フィリピン、台湾など）。 
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人口の年齢構成と貯蓄率との関係: 
アジアの場合 

• 年少人口比率は貯蓄率に有意に影響しない
が、老年人口比率は有意に貯蓄率を引き下
げる方向に働く。 

• 人口の高齢化がまだ進んでいない国では貯
蓄率が依然として高い。 

• 人口の高齢化が進んでいる国では貯蓄率は
既に減少し始めている。 
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貯蓄率の今後の動向: 
アジア諸国の場合（１） 
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Economy

The Period during which the Population

Aged 65 and Older Reaches 14 Percent

the Total Population

PRC 2020-25

Hong Kong, China 2010-15

Indonesia 2040-45

India 2050-55

Korea, Rep. of 2015-20

Malaysia 2040-45

Pakistan After 2055

Philippines 2050-55

Singapore 2015-20

Thailand 2020-25

Taipei,China 2015-20

Viet Nam 2030-35

Japan 1990-95

Table 3:  Population Aging in Developing Asia

Data Source: The United Nations’ (U.N.) projections available at

http://esa.un.org/unpp, and the Statistical Yearbook for Taipei, China,

available at http://www.cepd.gov.tw/encontent/m1.aspx?sNo=0000063.



貯蓄率の今後の動向: 
アジア諸国の場合（２）（％） 
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貯蓄率の今後の動向: 
アジア諸国の場合（３） 
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• 高齢化が先に進む国では、貯蓄率が先に低
下し始める。 

• 高齢化がしばらく進まない国では、貯蓄率が
さらに上昇するか、高い水準を維持する（例
えば、インド、パキスタン、ベトナムなど）。 

 



要約 

• 人口の年齢構成（特に高齢化）は貯蓄率の重
要な決定要因である。 

• 人口の年齢構成（特に高齢化）によって貯蓄
率の水準も推移も説明することができ、今後
の動向を予測することもできる。 

• 人口の高齢化のタイミングが国によって大き
く異なるため、世界経済全体で貯蓄不足また
は貯蓄超過が発生する可能性は高くない。 
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政策的インプリケーション（１） 

• 高齢化は家計貯蓄率の低下をもたらすが、そ
れは必ずしも悪いことではない。 

• 貯蓄は投資の財源であり、貯蓄がある程度
ないと、設備投資、住宅投資、インフラ投資が
できなくなる。 

• 一方、貯蓄が多すぎたら、消費が抑制され、
経済が停滞する。 
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政策的インプリケーション（２） 

• 日本のような成熟した、人口減少社会では経
済の生産能力を拡大する必要はそれほどな
く、よって貯蓄もそれほど必要ではない。 

• 従って、高齢化に伴って貯蓄率が低下しても、
必ずしも問題ではない。 
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政策的インプリケーション（３） 

• 日本では、高齢化の進展に伴って家計貯蓄率が
下落し、高齢化がもたらす年金、医療費、介護
費などの負担増に伴って政府貯蓄も下落し、企
業貯蓄もいずれは下落に転じると考えられる。
従って、国民貯蓄率が下落し、援助額の維持・
増加が難しくなり、うまくやり繰りをしなければな
らなくなりそうである。 

• しかも、韓国、シンガポールなどのような他のア
ジアの援助国においても、高齢化の進展に伴っ
て貯蓄率が下落し、日本と同様、援助する余裕
が低下すると考えられる。 
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どうして高齢化は悪いのか？ 

（１）貯蓄率の低下をもたらす 

（２）労働不足をもたらす 

（３）社会保障費の増大→財政赤字の増大
をもたらす 

（４）消費構造の変化をもたらす 
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消費構造がどう変化するのか？ 

高齢者が好む消費品目が増える。例えば、 

（１）高齢者は健康が悪化する→医療・介護
関係の消費が伸びる 

（２）高齢者は時間とお金を沢山持っている
→レジャー・旅行関係の消費が伸びる 
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地方自治体はどのようにして消費を
促進できるのか？ 

アメリカのフロリダ州とアリゾナ州の試み：税制面
の優遇措置などによって、老人ホームを誘致して
いる。 

(1) Active adult communities/independent living 
communities 

(2) Assisted living communities 

(3) Nursing homes  

(4) Continuing care (life care) communities  
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フロリダ州 

１年中暖かい 

海に面している（メキシコ湾、大西洋）、自然豊か
州の所得税がゼロ 

州の相続税がゼロ 

固定資産税が低い（最大で３％） 

世界で最も老人ホームが集中している場所 
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アリゾナ州 

１年中暖かく、乾燥している（花粉症に抜群） 

自然豊か、数多くの州立公園、国立公園 

州の所得税は低い（２．５９～４．５４％） 

州の相続税はゼロ 

個人の固定資産税はゼロ 
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結論 

• 医療・介護、レジャー・旅行を初め、高齢者向
けの消費財・サービスに力を入れれば、高齢
化は恐れるものではなく、チャンスでさえもあ
る。 
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